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マスクなど医療物資の寄贈を受け付けています！

つくば市は、マスク等医療物資の不足を少しでも解消するため、市民や市内事業者の皆様
及び全国の皆様から、物資の寄贈を受け付けています。
寄贈された物資は、市内医療機関や、市内で必要性が高い機関・施設に対して随時配布を

行っています。特に、医療現場においては、感染症対策に使用されるN95マスクやサージカ
ルマスク（医療用マスク）が不足している状況です（使用期限が切れている場合でも使用方
法を検討しますので寄贈いただけますと幸いです）。
また、不織布マスクに加え、手作りのマスクや未使用の布マスクも受け付けています。

なお、寄贈いただいた皆様は、つくば市が実施する「つくばクラップ※ 」において随時ご
紹介させていただいています。

つくば市保健福祉部健康増進課 健康総務係 電話 029-883-1111（内線1351）

株式会社JOGA 様つくば学園ロータリークラブ 様
深圳摩方材料科技有限公司 様
深圳市松禾资本管理有限公司 様

寄贈者（受取日順、敬称略）
・深圳摩方材料科技有限公司、深圳市松禾资本管理有限公司 サージカルマスク 20,000枚
・市内カラオケグループ有志 手作りマスク 500枚
・有限会社三協インターナショナル サージカルマスク 2,000枚
・つくば学園ロータリークラブ サージカルマスク 32,000枚

高濃度アルコール 1,000本（360ml/本）
・株式会社JOGA ウレタンマスク 1,000枚
・ヤンマーアグリジャパン株式会社 ヤッケ 60枚
・株式会社ＭＣエバテックつくば分析センター 防塵用N95規格マスク 1,000枚
・深圳市人民政府（つくば市の友好都市） サージカルマスク 80,000枚
※令和２年１月30日につくば市から同市に対し、不織布マスク10,000枚を寄贈

寄贈に関する問い合わせ先

医療物資の寄贈者及び配布先の実績（令和２年４月24日現在）

これまでの配布先等（順不同）
・筑波大学附属病院 ・筑波メディカルセンター病院 ・筑波学園病院 ・筑波記念病院 ・いちはら病院
・つくば双愛病院 ・市内クリニック等医療機関 ・市内調剤薬局 ・市内歯科医院 ・市内介護事業所
・市内障害福祉事業所 ・公立･民間保育所 ・公立･民間児童クラブ ほか



「つくばクラップ※」にご協力ください

◇「つくばクラップ」とは？

新型コロナウイルスの感染が世界的に拡大し、医療従事者をはじめ、人々の命や生活に欠かすことができ
ない仕事に従事されている方々に拍手をおくる、「クラップフォーケアラーズ」 という活動がヨーロッパ
を中心に各地で広がっています。

つくば市では、新型コロナウイルスと最前線で戦っている医療従事者をはじめ、様々な形で縁の下の力持
ちとして支えている人、感染拡大防止に向けて自粛にご協力いただいている全ての人に、市民全体で拍手を
送る取組「つくばクラップ」を4月10日（金）からスタートしました。
市では、毎週金曜日正午、市役所庁舎において実施しており、寄贈された皆様のご紹介は、拍手を行う前

に庁内アナウンスさせていただく予定です。

◇皆様の「つくばクラップ」動画を募集します

皆様から、クラップ動画の投稿（「#つくばクラップ 」）をフェイスブックにしていただき、つくば市公
式フェイスブック「つくばファンクラブ」において、エールの拍手の動画を集め、紹介していきます。
また、投稿いただいた動画は、一本の動画にまとめるなどして、医療従事者の皆様などへ届けることを企

画しています。

【参考】
つくば市公式フェイスブック「つくばファンクラブ」
https://www.facebook.com/Tsukubafanclub/


